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信者の勘違い(Ⅱサムエル記6:8-11)
　ウザが神様のルールを破り、契約の箱に手を出したことによって、その場で打たれて死ぬことになりました。それをダビデが見て、聖書には「激した」と書いてあります。それは戸惑っていたと表現したほうがいいかもしれません。そして、神様を恐れるようになり、契約の箱を予定通りにダビデの町に運ぶことを躊躇することになります。今までとても良い信仰を持ち導かれていたダビデが、一瞬、この出来事を通して神様のことを勘違いし、契約の箱を自分のところに迎えることを恐れるようになりました。それが今日の聖書のお話です。予想していた状況とはまったく違う展開になってしまったとき、非常に困ってしまった状況のとき、思い通りにうまくいかなかった厳しい現実とぶつかったとき、このようになる可能性が十分あるわけです。その結果、オベデ・エドムという人の家に契約の箱が留まって、神の答えがだいぶ遅れるような感じになってしまったということです。信者にはダビデのような勘違いがあるので、この勘違いによって、私たちの方から見たときには、神様の答えが遅れて延期されてしまうような残念なことがしばしばあるわけです。ダビデのような良い信仰者でも、そのような勘違いに一瞬陥る可能性があるということを今日の聖書を通して確認し、私たちにどのような勘違いがあるのか、それをどのように修正すべきなのかということをメッセージを通して教えられ、まことの神様の答えの中に入っていきたいと願います。
　

　ダビデからも見られるように、信者の勘違いの大きな一つが何かと言いますと、三位一体の神様のことを宗教的なレベルに引き落とし、それに合わせて考えてしまう勘違いです。別の言葉でいうと、自分のレベルに合わせて神様のことを考えてしまうということでしょう。その結果、神様のことを因果応報の神様と思ってしまいます。イエス・キリストを信じたにもかかわらず、神様が人の何かによってそれを評価して祝福を与えられたり、また、のろいを与えられたりというような方としてついつい考えてしまいます。また、別の言葉で申し上げると、勧善懲悪です。略して勧懲とも言われているみたいですが、日本ではあまり使われていない言葉かもしれません。善を勧めてそれを評価して、悪に対しては懲らしめる、神様がそのような方だとついつい思ってしまいます。ある一面だけを見ると、神様をそのように思うのも無理ないかもしれません。しかし、聖書を通して、特にキリストを中心に正しく神様を理解している限り、神様はそのような因果応報の法則によって動かれる神様でもなく、勧善懲悪というイメージの神様でもありません。神様のことをそのような宗教的なレベルで理解してしまうので、その結果、信者なのに物事がうまくいかないときに、また、困ってしまうときに、「ばちが当たったのか。私がなにか道徳的に悪いことをしてしまったのだろうか」とつい考えてしまいます。その結果、神様のことを正しい意味ではなくて、そのように神様を怖い方だと恐れるようになり、それを補うために律法的な努力に努めるようになってしまいます。それは頑張るように思われるかもしれませんが、非常に疲れてしまいます。自分自身だけではなくて、身近な家族や周りの人々にも神様のことを誤解させるようなことになってしまいます。そして、その力がない場合には、この勘違いによって信仰から遠ざかっていくようになるわけです。物事が思い通りにうまくいかない、非常に困った状況が続く、時には試練がやってきたときなどは、神様が私とともにおられなくて、遠くに離れていらっしゃるかのように思い、神様は私のことに興味など持っていないとついつい思ってしまうのです。なぜなのでしょうか。
　最初から神から離れて身にしみている因果応報、宗教的なレベルで神様を考えているからです。信者なのにそれが私たちの心に刻印されているがゆえに、吟味して考えればいいのに何かがあったときには戸惑い、ついその本能の方に引っ張られて行くようになってしまいます。逆になにか物事がうまくいったときには、「神様が祝福されるのだな。神は私を愛していらっしゃるし、神は今仕事をなさっていらっしゃるのだな」と思い、反対の場合には、神は無関心で何もせずに腕を組んで、背を向けていらっしゃるというような感じになってしまいます。これが神様に対しての勘違いです。ダビデも一瞬、そのような勘違いに陥ってしまったので、契約の箱を迎えることを恐れて、違うところに置いておくことになってしまいました。非常に残念なのです。もちろんこれもダビデの人生すべてをもって必要なプロセスにはなりますが、そのことだけを見たときには、ダビデの勘違いなのです。皆さんも神様のことをもしかしてそのように思っている部分はないでしょうか。神様は本当に人が頑張れば祝福され、真面目な人には祝福を与えられ、そうでない者にはのろいを与えられ、ばちを与えるような方なのでしょうか。私たちにひとり子イエス・キリストを惜しまずに引き渡された三位一体の聖書にある創造主の神様は、そのような方なのでしょうか。今まで教わってきた私たちの身にしみている何かによって、神様を自分なりにイメージして作り出してしまう可能性があります。だから、十戒でも自分勝手に神様のことを描いてはいけませんと言われているわけです。今日限り、ここにいらっしゃる皆さんは、神様に対してのそのような勘違いをすべて捨てて、徹底的に修正していただきたいと願います。

神様は、私たちのどうのこうのに合わせて祝福とのろいを決められる方ではなく、神様は最初から愛であり、最後まで愛を貫く愛の神様です。神様は人がどうするかをご覧になってそれを期待して、あるいは待っていたりということはしていらっしゃいません。神様は人間がどういう存在なのか誰よりもよくご存知の神様なのです。だから、神様は最初からこうしなさい、ああしなさい、こうすれば祝福されるよということをおっしゃらずに、創世記3：15において女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、その女の子孫がかかとにかみつかれる、わたしが愛をもってあなたがたを罪より救われると約束されました。なぜ最初から神様は愛をもってスタートされたのでしょうか。もっと正確に申し上げると、そうせざるを得ませんでした。それは人間が最初から神様を離れて、どうしようもない解決不可能な罪に陥っていたからです。こうすればこうなる、ああすればああなる、そういう可能性、余地が全く無い存在なのです。ただ、罪人である人間がそれを認めようとしていないだけであって、エペソ2：1には、人は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた者だとあります。そういう人間に対して、こうすれば祝福され、こうすればだめだということは最初からありません。たましいと自分の罪過と罪によってたましいがもう死んでいた状態の存在であり、やることなすことすべてが空中の権威を持つ支配者、悪魔に従って、世の流れに流されること以外には何もできない存在なのです。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができません。本当に自分自身が、人間がそのような存在だということがわかっていれば、神様を因果応報的に理解することはしません。だから、神様は最初から愛によってスタートされます。ヨハネ3：16-17に、それがよく記されています。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである」。神様のことを勘違いしていてはいけません。皆さんが中心ではありません。神様が一方的になさいました。そうせざるを得ません。Ⅰヨハネ4：10にも「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです」とあります。愛と言われるときに、何かロマンチックなイメージを持つかもしれませんが、愛はそういうものではありません。神様は宗教的な神様ではなくて、最初から愛です。しかもローマ5：8には「しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます」と書かれています。私たちがまだ罪人であったときに、人間のどうのこうのと相談など一切せずに、そのような余地が全くありません。一方的に神様は最初から愛をもって始められました。
先週も申し上げましたように、神様の御怒りというのも、実は神様の愛を実現するための一つの方法なのです。そして、私たちの過ちや失敗というのも、もちろんサタンに操られてそうなってしまうことに間違いありませんけれども、その失敗も神様がこの神の愛を実現するために許されることです。その愛は、すべて希望はキリスト一本しかありませんので、御怒りを通してでも、失敗を許されてでも、キリストに向かうように、キリストに目覚めるように、キリスト以外には希望はないとその告白にしっかり立ってもらうために、神様は愛をもって御怒りも現します。ウザが打たれたのも、その神の御怒りも愛を実現するためなのです。神の愛はキリストです。皆さんが「神様が疑わしいよ。もう神様なんかいるかよ」と思うかもしれませんが、皆さんがそういう気持ちになるしかない状況、そのような苦しみなどすべてがキリストに向かわせるための神様の愛なのです。神様はそのようなお方です。ですから、イエス・キリストを通して神の愛に預かっている信者は言うまでもないのではないでしょうか。それをパウロはこのように言っています。ローマ8：31-32、「では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対できるでしょう。私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう」。信者は言うまでもないのではないでしょうか。私たちに何かの試練があったときに、困ったことがあったときに、物事がうまくいかないときに、あるいは自分が失敗したときに、弱くなったときに、つい私たちは勘違いして神様が私に背を向けていらっしゃるのだ、神様は私に無関心なのだ、神様は情けない方なのだ、私を愛していることなんかないとついつい思ってしまいますが、それは勘違いです。覚えていてください。神様は、皆さんがそう思っているそのときも休まずに変わらない愛をもって働いていらっしゃいます。仕事をしていらっしゃいます。
今回倉敷伝道学校に何人かの牧師と一緒に行ってまいりました。各先生がいろいろなご自分のおあかしをされました。ある牧師先生はあまりにも現実が厳しいので、神様に向かって悪口や文句を言いながらこぶしをあげて…そういう時があったそうです。それほど苦しかったということでしょう。しかし、そのときも神様はその先生に、先生の人生に変わらない愛をもって仕事をしていらっしゃったと、それがあかしなのです。またある牧師は、もう死にたいなと海にかかっている橋の上に登って、飛び降り自殺をしようとまで思ったそうです。牧師なのに。それほど追い込まれていたということでしょう。その時はもう神は死んだと思うような気持ちだったかもしれません。しかし、そのときも神様は、変わらない愛をもって見ていらっしゃったし、捕らえていらっしゃったし、働いていらっしゃいました。その結果、日本の福音化のために、レムナントのために、キリストオンリーというのが口先だけのものではなくて、彼ら牧師のものになっていた、というおあかしが皆共通なのです。ある牧師は、家庭そのものが崩壊寸前でした。牧師なのに。それで何もかも全部捨てて逃げたいという気持ちになった時、神様は休んでいらっしゃるかのような思いがありましたけれども、その時も神様はむしろうまくいっているときより更に激しく働いていらっしゃったし、一秒たりとも信者から目を離したことがないし、神様は最初から最後まで愛を貫いて愛の神様です。何もかも優しくしてあげるというのが愛ではありません。イスラエルの民が彼らの間違いによって神様が彼らにいろいろな試練を与えたにもかかわらず気づかないので「神はいないよ。なんでこうなってしまったのでしょうか。なんで助けてくれないのでしょうか」と訴えていたときに、イザヤ40：27-29、預言者を通して神様がおっしゃいます。「ヤコブよ。なぜ言うのか。イスラエルよ。なぜ言い張るのか。「私の道は主に隠れ、私の正しい訴えは、私の神に見過ごしにされている。」。あなたは知らないのか。聞いていないのか。主は永遠の神、地の果てまで創造された方。疲れることなく、たゆむことなく、その英知は測り知れない。疲れた者には力を与え、精力のない者には活気をつける」。なぜ言うのか。知らないのか。イエス・キリストを見上げ、十字架を見なさいとおっしゃっているわけです。勘違い、それは悪魔の誘いなのです。それは私たちの間違いの本能です。罪の本性です。世が作り出した世の流れ、宗教というものです。どんなことがあろうが神様に対して勘違いをしていてはいけません。もし私たちに神様に対して知らず知らずそのような勘違いがあったならば、それがあったのかどうかということをチェックして見る必要があります。そこで告白してください。神様は最初から愛であり、変わらず愛であり、いつまでも愛そのものであるということを告白してください。だから、人によって形はいろいろ違うでしょうけれども、神様はこの愛を貫くために人間の表現で申し上げると、手段を選ばない方なのです。御怒りであれ、戦争であれ、病気であれ、死でさえ許される方なのです。もちろん奇跡と答えと祝福も与えられます。その神の愛は私たち人間が、特に信者がキリストオンリーの告白の上に立つようにするためなのです。なぜでしょうか。それこそがまことの幸せであり、そこにのみまことのいのちがあるからです。そして、信者は何を食べるか飲むかのために生きるものではなくて、神の国オンリー、生きる理由が福音宣教、伝道に絞られるように神様は何事でもなさるのです。それが愛です。

なぜでしょうか。それこそが一回限りの人生、まことの価値ある人生だからです。福音宣教のために生きるということが祝福なのです。その結果、どうなってしまうのかが祝福ではありません。ほんとうに祝福の人生を歩んでもらうために、神様は愛をもって休まずに働いていらっしゃいます。そして、その理由のために世の中を生きるときに、聖霊オンリー、お祈りオンリーの人になるために神様は手段を選ばない方です。なぜかというと、この世を生きる力は、私たちの努力ではなくて、聖霊の力によるものなので、その勝利の人生を歩んでもらうために、神様は愛をもってキリストオンリー、神の国オンリー、聖霊オンリーの方に引っ張って行かれる方です。そのプロセスの中で痛いときもあるし、辛いときもあるかもしれません。しかし、勘違いしないようにしてください。それこそ神の愛なのです。神の愛は変わることはありません。人のどうのこうのによって神様がコロコロ変わるかのような、人間が主体であるかのような勘違い、教会の中でもそのような教えをするところがありますけれども、神様は私が知っている限り、聖書にある神様は、イエス・キリストを惜しまずに十字架に渡された神様は、そういう方ではありません。永遠に変わらない愛の神様です。ですから、騙されないで、落胆せずに、諦めずに、聖霊の導きに従うようにしていきたいと願います。

今週1週間、皆さんの勘違いがふっとばされて神の愛にとっぷりと浸っていく時となるように祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。信仰の良いダビデさえ、うまくいかない一瞬の勘違いによって、神の祝福から、信仰から遠ざかるときがありました。どうか信者の私たちにある勘違いを主がみことばによって修正してくださり、神様が宗教的な神様ではなくて、人によって左右される神様ではなくて、誰も止められない変わらない愛をもって、その愛を貫く神様であることを覚えてしっかり信仰に立つことができるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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